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会報 
ＮＯ.191 
 2026 年 
 ５月 ５日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 
連絡先 
事務局  

寺脇 

057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

２
０
２
６
年
度 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 瀬
戸
市 

 
 

金
沢 

一
さ
ん 

５
０
０
０
円 

 

大
塚
英
二
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 

熊
谷
達
也
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

一
宮
市 

 

柴
田 

隆
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 
 

２
０
２
６
年
５
月
１
日
現
在 +

１
-
０ 

 
 
 
 
 
 
 

会
員 

１
５
８
名 

 
 

  問い合わせは 

P7 に関連記事があります 
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はじめに 

愛知県では、1963 年に県議会において、「平和県宣言」が決議され、「愛知県は、

全世界の人々と手を携えて人類永遠の平和と幸福実現のために努力する平和県であ

る」ことを宣言しました。 

また、2025 年に、我が国は戦後 80 年を迎えました。戦争体験者の高齢化により、

戦争体験の証言を得ることが難しくなっていることから、戦争の記憶を継承し、戦

争の残した教訓や平和の大切さを学ぶためには、戦争遺跡の役割がますます重要と

なっています、 

しかしながら、戦争遺跡についても、開発による撤去や風化による消滅が加速し

ていくことが危惧され、保存に向けた取組が喫緊の課題となっています。 

愛知県では、1996 年から 2004 年にかけて、県史編さん事業の一環として、県内

の戦争遺跡について調査を行ったところです。 

この度、先の調査で県が把握した戦争遺跡と、市町村が独自に把握している戦争

遺跡について、現状を確認する現地調査を実施しました。また、主要な遺跡につい

ては重点的な詳細調査も行い、県内の戦争遺跡の現状を愛知県戦争遺跡調査報告書

として取りまとめました。 

本報告書が、県内における戦争遺跡の基礎資料として、適切な保存と継承に向け

た取組のための一助となれば幸いです、 

最後に、調査の実施及び報告書の作成にあたり、市町村や所有者をはじめ、多く

の方々に御協力いただきましたことに対し、厚く御礼申し上げます、 

         

    2026 年３月 

                   愛知県知事  大村秀章 

愛知県は 2026年３月付で「愛知県戦

争遺跡調査報告書」を残念ながら市販

はされていませんが「ネットあいち」

で発表しました。瀬戸市内の戦争遺跡

として２００６年度では６か所記載が

ありましたが、実在するものとして３

か所記載してあります。水野の地下工

場跡地は詳細調査の対象として、報告

書の中にかなりのページ数で紹介され

ています（次号で紹介）。 

残念ながら２０年間で３か所の民間防空

壕が消滅したことになります。 

他にも愛知航空機菱野工場の事務所であ

った牧場の門柱など姿を消したり、人が簡単

に出入りできないようになって忘れさられ

たりする戦跡があります。 

平和が危うくなる昨今、戦争の証である戦

争遺跡の保護と整備が急がれます。 

              （寺脇） 

20年越しの 
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消滅 

消滅 

市指定 

  文化財 

２
０
０
６
年
に
は
、
６
か
所
の
戦
争
遺
跡
を

記
載
し
て
い
た
（
愛
知
県
史
） 

２
０
２
６
年
に
は
、 

民
間
防
空
壕
３
か
所
が
消
滅 

愛
知
航
空
機
瀬
戸
疎
開
工
場
跡
地
は
愛

知
県
下
２
０
件
の
調
査
調
査
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。 

内
容
に
つ
い
て
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。 
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「
愛
知
航
空
機
と
の
出
会
い
」
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
哲
国 

        

１
９
９
５
年
は
敗
戦
後
50
年
の
節
目
の
年
で
あ

っ
た
。
半
世
紀
前
の
出
来
事
は
、
年
代
層
に
よ
り
、
様
々

な
感
傷
や
追
憶
に
繋
が
る
。
昭
和
１
８
年
生
ま
れ
の
私

に
は
、
戦
後
の
進
駐
軍
と
食
料
難(

米
、
小
麦
粉
持
参

で
保
育
園
に
通
園)

く
ら
い
の
思
い
出
し
か
な
い
。 

１ 

「
ヒ
コ
ー
キ
」
と
の
出
会
い 

小
学
生
の
頃
、
竹
籖
（
ひ
ご
）
・
紙
貼
り
・
ゴ
ム
動

力
の
ラ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
に
魅
せ
ら
れ
、
大
会
で
入
賞
し

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
模
型
飛
行
機
狂
い
は
現
在

も
直
ら
ず
続
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
模
型
だ
け
で
は
物

足
り
な
く
な
り
、
航
空
少
年
団
、
学
連
航
空
部
に
御
世

話
に
な
り
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
パ
ラ
セ
ー
ル
、
自
衛
隊
機
、

新
聞
社
機
な
ど
・
飛
ぶ
物
に
は
な
ん
で
も
乗
る
よ
う
に

な
っ
た
。
就
職
先
は
縁
あ
っ
て
、
愛
知
航
空
機(

株
〉

の
末
商
の
愛
知
機
械
工
業(

株)

に
決
ま
っ
た
が
、
愛
知

航
空
機
に
関
心
は
無
か
っ
た
。 

２ 

「
ア
ツ
タ
」
と
の
出
会
い 

９
２
年
夏
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ
ム
デ
ン
航
空
博

物
館
か
ら
愛
知
航
空
機
製
「
ア
ツ
タ
」
航
空
発
動
機
の

写
真
と
調
査
依
頼
状
が
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
愛
知
機

械
工
業(

株)

熱
田
工
場
に
届
い
た
。
こ
の
調
査
依
頼
が

き
っ
か
け
と
な
り
、「
ア
ツ
タ
」
に
つ
い
て
の
調
査
を

開
始
し
た
が
、
社
内
に
も
文
献
に
も
「
ア
ツ
タ
」
や
「
愛

知
航
空
機
」
に
つ
い
て
の
歴
史
や
技
術
に
つ
い
て
の
記

述
、
資
料
は
余
り
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
社
内
や
社

外
の
人
脈
を
駆
使
し
て
、「
ア
ツ
タ
」
の
技
術
的
か
つ

歴
史
的
背
景
を
調
査
す
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か
「
病
膏

盲
に
入
る
」
状
態
と
な
り
、
趣
味
の
一
つ
に
な
っ
て
い

た
。 ３ 

不
欄
な
「
愛
知
航
空
機
」 

「
ア
ツ
タ
」
の
調
査
を
行
う
う
ち
に
、「
愛
知
航
空

機
」
が
不
欄
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
愛
知
の
主

要
生
産
機
種
の
水
上
偵
察
機
と
艦
上
爆
撃
機
は
、
用
兵

及
び
作
戦
上
、
被
撃
墜
率
が
非
常
に
高
く
、
縁
の
下
の

力
持
ち
的
有
在
で
、
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
な
く
裏
方
を

務
め
て
い
た
、
世
間
で
は
「
零
戦
」、「
隼
」
な
ど
の
戦

闘
機
ば
か
り
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
て
面
白
く
な
い
。

こ
ん
な
思
い
も
あ
っ
て
、「
愛
知
航
空
機
の
歴
史
を
世

に
残
す
」「
現
存
す
る
愛
知
機
に
一
目
逢
う
」
こ
と
を

50
代
の
遊
び
の
一
つ
に
加
え
た
。
こ
の
世
界
は(

ヒ
コ

ー
キ
気
違
い)

親
切
な
同
好
の
士
が
多
く
、
多
く
の
出

会
い
と
友
人
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
種
々
の
活
動
を

通
じ
、
知
識
や
資
料
の
蓄
積
が
出
来
、「
愛
知
航
空
機

研
究
家
」
を
自
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
お
そ
ら
く

誰
も
や
っ
て
い
な
い
か
ら
、「
世
界
で
只
一
人
の
」
と

い
っ
て
も
嘘
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。 

４ 

「
少
し
は
世
の
た
め
、
人
の
た
め
」 

小
学
生
の
頃
の
恩
師
、
高
校
生
で
結
核
療
養
中
に
御

世
話
に
な
っ
た
恩
師
か
ら
「
少
し
は
世
の
た
め
、
人
の

た
め
」
に
な
る
こ
と
を
す
る
よ
う
教
え
を
受
け
た
。
こ

れ
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
か
っ
た
が
、
敗
戦
後
50
年

の
節
目
が
思
い
が
け
な
い
出
会
い
を
運
ん
で
き
た
。
元

愛
知
航
空
機
動
員
学
徒
や
元
九
九
艦
爆
搭
乗
員
と
の

出
会
い
が
そ
れ
で
あ
る
。 

５ 

元
名
古
屋
空
・
九
九
艦
爆
隊 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

羽
田
武
信
氏
と
の
出
会
い 

９
４
年
春
、
愛
知
時
計
電
機(

株)

総
務
部
か
ら
の
紹

介
と
い
う
前
触
れ
で
羽
田
武
信
氏
か
ら
電
話
を
頂
い

た
。
用
件
は
名
古
屋
航
空
隊
・
艦
爆
隊
誌
を
編
纂
し
て

い
る
が
情
報
や
資
料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
支
援
し

て
欲
し
い
と
の
由
。
東
京
在
住
だ
が
、
４
月
第
二
日
曜

日
に
豊
田
市
の
旧
伊
保
が
原
飛
行
場
跡
地
で
神
風
特

別
攻
撃
隊
・
草
薙
隊
の
慰
霊
祭
が
あ
る
の
で
、
そ
の
前

夜
に
会
い
た
い
と
の
事
。 

終
業
後
に
羽
田
さ
ん
と
落
合
い
、「
サ
ガ
ミ
」
に
て

夕
食
を
と
り
な
が
ら
お
話
を
伺
う
。
名
古
屋
空
は
九
九

艦
爆
の
練
習
航
空
隊
で
あ
っ
た
が
、
戦
局
悪
化
に
伴
い

特
攻
隊
に
編
入
さ
れ
、
草
薙
隊
と
し
て
特
攻
出
撃
し
、

６
３
名
が
散
華
し
た
。
彼
は
本
土
決
要
員
と
し
て
九
州

に
て
待
機
中
に
敗
戦
を
迎
え
た
が
、
特
攻
隊
員
は
米
軍

消
滅 

「
愛
知
航
空
機
」
と
の
出
会
い
に
関
し
て
、
２

０
０
５
年
５
月
航
空
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
発

行
の
「
風
天
ニ
ュ
ー
ス
７
６
号
」
に
掲
載
さ
れ
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 

（
渡
辺
） 
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に
金
玉
を
抜
か
れ
て
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
風
評
を
聞

き
、
北
海
道
に
逃
げ
、
炭
坑
に
身
を
隠
し
て
い
た
。
戦

後
50
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
関
係
者
が
協

力
し
て
名
古
屋
空
・
艦
爆
隊
誌
を
編
纂
し
て
い
る
が
、

あ
ち
こ
ち
頼
ん
で
も
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
な
ん
と
か
支

援
を
頼
み
た
い
。
特
に
九
九
艦
爆
と
伊
保
が
原
飛
行
場

に
つ
い
て
の
情
報
と
資
料
類
が
必
要
で
あ
る
。 

と
云
わ
れ
て
も
、
私
は
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
と
変
速

機
の
検
査
や
品
質
保
証
に
は
強
い
が
、
ヒ
コ
ー
キ
は
自

称
研
究
家
、
自
信
は
全
く
無
い
が
、
彼
の
人
柄
と
誠
意

に
ほ
だ
さ
れ
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

「
名
古
屋
空
艦
爆
隊
誌
」
は
９
５
年
に
無
事
刊
行
。

羽
田
さ
ん
は
そ
の
後
思
う
処
あ
っ
て
、「
草
薙
隊
実
記
」

を
自
費
出
版
さ
れ
た
。 

６ 

元
愛
航
動
員
学
徒 

早
稲
田
大
学
航
空
機
科 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
柳
道
男
氏
と
の
出
会
い 

９
４
年
秋
、
総
務
部
よ
り
電
話
が
あ
り
、
動
員
学
徒

の
方
が
熱
田
工
場
見
学
を
希
望
し
て
い
る
の
で
宜
し

く
頼
む
と
の
由
。
当
日
、
熱
田
工
場
に
お
連
れ
し
お
話

を
伺
う
。 

彼
は
昭
和
２
０
年
の
１
月
か
ら
３
月
ま
で
動
員
学

徒
と
し
て
熱
田
発
動
機
製
作
所
に
於
い
て
、
艦
爆
・
彗

星
用
の
ア
ツ
タ
発
動
機
の
生
産
に
従
事
し
た
早
稲
田

大
学
航
空
機
科
学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
。
愛
知
訪
問
の

目
的
は
旧
航
空
機
科
で
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
「
早
大

航
空
機
科
の
記
録
」
の
た
め
の
資
料
や
情
報
の
収
集
、

特
に
「
ア
ツ
タ
」
と
「
彗
星
」
に
つ
い
て
支
援
を
頼
み

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
、
前
述
の
如
く

「
ア
ツ
タ
」
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
資
料
を
入
手
し
て

い
た
の
で
全
面
的
な
協
力
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
後

日
再
開
し
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
っ
た
な
か
で
面
白
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
彼
等
の
仲
間
の
一
人
は
か
な
り

の
蒐
集
マ
ニ
ア
で
、
名
古
屋
港
の
四
号
地
に
あ
る
発
動

機
試
験
場
を
見
学
の
折
、
ハ
イ
ン
ケ
ルHe-

119K

の
胴

体
を
見
つ
け
、
銘
板
を
外
し
て
持
ち
帰
り
、
今
も
後
生

大
事
に
し
て
い
る
と
帆
う
。(Typ419KW.Nr.2

406) 

「
短
命
に
終
わ
っ
た
早
大
航
空
機
科
の
記
録
」

９
５
年
７
月(

株)

波
よ
り
発
行 

７ 

元
愛
航
動
員
学
徒 

大
阪
外
事
専
門
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 

下
坂
安
房
氏
と
の
出
会
い 

９
５
年
春
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
下
坂
安
房
氏
か

ら
電
話
を
頂
い
た
。
彼
は
戦
時
中
、
動
員
学
徒
と
し
て

永
徳
工
場
に
勤
務
し
、
陸
上
爆
撃
機
・
彗
星43

型
の

生
産
に
従
事
し
て
い
た
。
戦
後
50
年
の
節
目
を
迎
え
、

思
い
出
の
地
・
名
古
屋
に
て
６
月
に
ク
ラ
ス
会
を
行
う

の
で
、
永
徳
工
場
見
学
を
お
願
い
し
た
い
と
の
由
。
そ

の
日
は
日
曜
日
の
た
め
、
ミ
ニ
バ
ン
を
手
配
し
、
名
古

屋
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
に
て
６
人
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

庄
内
川
の
堤
防
道
路
を
南
下
、
途
中
、
彼
等
の
住
ん
だ

惟
信
寮
跡
や
永
徳
工
場
周
辺
も
含
め
思
い
出
の
場
所

を
案
内
し
、
愛
航
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
。
打
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で
、
彼
等
の
苦
い

青
春
の
記
録
を
残
し
て
は
と
提
案
す
る
と
、
彼
等
も
丁

度
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
り
、
早
速
、
写
真
や
資
料
の

提
供
依
頼
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
彼
等
は
英
語
科
出
身

で
英
語
堪
能
と
聞
き
、
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
愛
知

航
空
機
調
査
報
告
書
の
翻
訳
を
依
頼
し
快
諾
を
得
た
。 

尚
・
そ
の
後
・
手
記
刊
行
の
連
帯
の
輪
が
広
が
り
、・

愛
知
県
立
第
一
高
女
高
等
科
・
大
阪
外
事
専
門
学
校
・

金
城
女
専
附
属
高
女
・
島
根
青
年
師
範
女
子
部
・
神
宮

皇
學
館
大
及
び
予
科
・
東
京
女
子
高
等
師
範
・
鳥
取
師

範
女
子
部
の
７
校
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

愛
知
航
空
」
動
員
学
徒
の
手
記
９
５
年
１
２
月
刊
行 

「
愛
知
航
空
」
動
員
学
徒
の
手
記
編
集
委
員
会 

９
６
年
春
、
刊
行
記
念
パ
ー
・
テ
イ
ー
が
大
阪
難
波

の
法
善
寺
横
丁
、
織
田
作
之
助
の
夫
婦
善
哉
に
も
登
場

す
る
「
正
弁
丹
吾
亭
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。
小
生
も
招

待
さ
れ
、
お
茶
の
水
、
鳥
取
の
元
才
媛
の
美
か
ら
多
く

の
お
酌
を
頂
い
た
。 

           
 
 
 
 
 

 
 
 
 

次
号
へ
つ
づ
く 
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思
い
出
す
ま
ま
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
達
輝
子 

 
 
 
 
 
 
(

東
京
女
高
師
体
育
科) 

 

昭
和
二
十
年
二
月
某
日
、
身
の
回
り
の
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
、
リ
ヤ
カ
ー
で
大
塚
駅
ま
で
自
分
達
で
運
ん

で
チ
ッ
キ
を
送
り
出
し
た
。
名
古
屋
動
員
の
用
意
で
あ

る
。
粉
雪
の
ち
ら
つ
く
日
だ
っ
た
。 

庄
内
川
河
ロ
に
近
い
愛
知
航
空
宝
神
寮
に
着
く
と

早
速
国
防
色
の
上
着
と
ズ
ボ
ン
、
戦
闘
帽
に
ゲ
ー
ト
ル

そ
し
て
編
み
上
げ
靴
が
支
給
さ
れ
た
。
男
の
よ
う
な
出

で
立
ち
で
女
高
師
生
は
三
つ
の
小
隊
を
組
み
、
歌
に
歩

調
を
合
わ
せ
な
が
ら
庄
内
川
の
土
手
を
工
場
ま
で
通

う
毎
日
が
始
ま
っ
た
。 

私
は
下
級
生
の
K
さ
ん
と
二
人
で
医
務
部
の
庶
務

係
に
配
属
さ
れ
た
が
、
飛
行
機
に
直
接
関
係
し
た
部
署

で
は
な
い
し
、
椅
子
と
机
は
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
こ

れ
と
い
う
事
務
が
待
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
物
足

り
な
く
思
っ
た
。
し
か
し
、
名
古
屋
に
空
襲
の
あ
っ
た

翌
日
は
仕
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
半
焼
、
全
焼
、
重
傷
、

軽
傷
な
ど
、
職
員
の
被
災
状
況
を
記
載
す
る
と
い
う
喜

べ
な
い
仕
事
だ
っ
た
。
度
重
な
る
空
襲
の
被
害
に
、
誰

も
が
驚
い
て
は
お
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
被
災
者
は

と
う
と
う
順
番
が
ま
わ
っ
て
来
た
の
だ
と
諦
め
る
他

は
な
く
、
ま
わ
り
も
そ
う
慰
め
て
い
た
。
何
と
も
残
酷

な
話
で
あ
る
。 

そ
の
頃
、
あ
ち
こ
ち
の
現
場
で
も
既
に
器
材
が
不
足

し
仕
事
が
な
い
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
動
員

学
捷
全
員
が
工
場
の
広
場
に
集
め
ら
れ
、
蹶
起
大
会
が

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
学
校
一
名
ず
つ
出
て
、

決
意
を
の
べ
士
気
を
高
揚
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
私

は
そ
の
役
を
言
い
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
苦
手
だ
が

最
上
級
生
で
あ
る
、
仕
方
が
な
い
。
高
く
組
ま
れ
た
壇

に
の
ぼ
り 

「…
…

本
土
決
戦
の
覚
悟
を…

…

一
機
で
も
多
く

戦
地
に…

」
声
を
張
り
上
げ
、
よ
う
や
く
終
わ
る
と
、

戦
闘
帽
の
鍔
（
つ
ば
）
に
右
手
の
指
先
を
ぴ
っ
と
当
て

て
、
軍
人
の
よ
う
に
挙
手
の
礼
を
し
た
。
し
か
し
、
実

態
の
伴
わ
な
い
現
実
に
空
し
い
思
い
だ
っ
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
日
は
軍
部
に
よ
る
動
員
学
徒
の

状
況
視
察
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形
が
と
ら
れ
た

と
囁
か
れ
て
い
た
。 

空
襲
で
、
一
番
敵
を
憎
く
感
じ
た
の
は
、
敵
機
が
手

に
取
る
様
な
低
さ
で
飛
ん
で
行
く
の
を
見
た
時
だ
っ

た
。
あ
の
夜
は
市
内
の
爆
撃
を
終
え
た
Ｂ
２
９
が
、
高

射
砲
の
反
撃
を
避
け
る
た
め
、
低
空
で
来
て
庄
内
川
河

口
か
ら
帰
っ
て
行
く
。
そ
の
た
め
、
私
達
の
上
を
か
す

め
る
よ
う
に
低
く
飛
ぶ
の
で
あ
る
。 

し
か
も
、
防
空
壕
か
ら
そ
っ
と
覗
い
て
み
る
と
、
油

脂
焼
夷
弾
が
そ
こ
ご
こ
に
落
ち
て
い
て
土
手
の
草
が

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
燃
え
出
し
、
油
の
匂
い
が
す
る
そ
の
明

か
り
で
翼
の
星
の
マ
ー
ク
が
大
き
く
見
え
、
操
縦
士
ま

で
目
に
入
っ
て
来
る
。
そ
ん
な
近
さ
を
敵
機
が
悠
々
と
、

一
機
ず
つ
来
て
は
飛
び
去
っ
て
行
く
。 

私
は
悔
し
涙
が
こ
み
あ
げ
、
思
わ
ず
防
空
壕
か
ら
飛

び
出
し
、
夢
中
で
、
防
空
頭
巾
で
少
し
で
も
と
火
を
叩

き
消
し
た
。
焼
夷
弾
の
余
っ
た
も
の
を
、
そ
の
辺
り
に

落
と
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
も
目
に
浮

か
ぶ
屈
辱
的
な
光
景
で
あ
る
。 

真
夏
が
来
て
も
、
私
達
の
ゲ
ー
ト
ル
姿
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
袖
を
折
り
ま
げ
て
暑
さ
を
凌
い
だ
。
猛
暑
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救
い
だ
っ
た
。 

八
月
十
一
日
、
瀬
戸
工
場
へ
疎
開
し
宝
泉
寺
の
本
堂

に
移
っ
た
。
今
度
こ
そ
や
り
甲
斐
の
あ
る
職
場
を
と
期

待
し
て
い
た
が
、
ま
だ
配
置
も
決
ま
ら
な
い
ま
ま
十
五

日
に
な
り
、
全
く
思
い
も
よ
ら
な
い
「
終
戦
の
詔
勅
」

が
下
っ
た
の
で
あ
る
。 

動
員
に
明
け
暮
れ
、
四
年
生
の
大
切
な
教
生
と
い
う

課
程
も
な
か
っ
た
私
達
に
、
繰
り
上
げ
卒
業
の
九
月
が

迫
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
が
こ
の
先
ど
う
な
る
か

誰
に
も
全
く
予
測
は
出
来
な
か
っ
た
。
十
八
日
、
一
旦

帰
省
し
て
指
示
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。 

約
一
ヵ
月
後
、
卒
業
式
の
通
知
を
得
て
上
京
し
た
。

ま
ず
寄
宿
舎
の
焼
跡
に
行
き
、
私
の
「
竹
の
一
室
」
と

思
わ
れ
る
辺
り
に
立
っ
て
み
た
。
想
像
通
り
留
守
中
置

い
て
あ
っ
た
も
の
の
す
べ
て
が
灰
儘
に
帰
し
て
い
た
。

見
つ
め
て
い
る
う
ち
に
コ
ー
ヒ
ー
茶
碗
の
欠
け
ら
が

落
ち
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
思
わ
ず
拾
い
上
げ
る
と
、

気
に
入
り
だ
っ
た
柄
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
、
ま
ぎ
れ
も

な
く
私
の
も
の
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

つ
づ
く 

前
頁
に
あ
る
渡
辺
哲
国
さ
ん
も
関
わ
ら
れ
た

「
愛
知
航
空
機 
動
員
学
徒
の
手
記
」
を
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 

（
事
務
局
） 
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瀬戸市戦没者年齢分布 

空
襲
死
し
た
男
子
被
徴
用
・
動
員

者
の
年
齢
分
布 

空
襲
死
し
た
女
子
被
徴
用
・
動
員

者
の
年
齢
分
布 

愛知県旧国家総動員関係死亡者

名簿（被徴用者等）のデータをエ

クセルに入力して、分析を試みて

います。右の二つのグラフは、空

襲死亡者のうち男子を下は女子の

ものです。また上のグラフは、瀬

戸市内の戦没者の年齢グラフで

す。戦没者のピークが 22 歳前後な

のに男子の被徴用者では最低にな

っていて、当時の若者は「根こそ

ぎ」犠牲になっていることを表し

ています。   （寺脇） 

 

左のグラフは空襲死者の

数を時間軸で表したもので

す。最初の 2 本は、1944 年

12 月 13 日と 12 月 18 日で

三菱重工発動機工場（大幸）

と航空機工場（大江）を狙っ

た空襲で、6 月 9 日は愛知時

計愛知航空機を狙った空襲

です。2000 名以上の犠牲者

がいますが、グラフの上限を

超えています。8 月 7 日は豊

川工廠を狙った空襲ですが、

名簿に載っている犠牲者は

一部分（愛知県？学徒？）し

かありませんでした。 

この上限の 4 倍以上 
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Ｍ
と
言
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
広
島
に
行
き

ま
し
て
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

日
本
各
地
世
界
各
国
か
ら
の
核
兵
器
禁
止
に
向
け
た
活
動
の
内

容
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
核
兵
器
を
で
き
れ
ば
な

く
し
た
い
と
確
か
に
思
い
ま
す
。 

た
だ
広
島
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
の
が
８
０
年
前
で
、

１
５
歳
の
私
に
と
っ
て
現
実
味
が
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。
資
料
館
と
か
本
と
か
見
て
確
か
に
こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
、
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

は
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
活
動
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
原

子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
自
身
の
人
生
に
直

結
す
る
よ
う
な
、
か
な
り
大
き
な
出
来
事
。
だ
か
ら
、
自
分
自

身
が
被
害
を
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
周
り
の
人
に
同
じ
被
害

を
会
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
。 

た
だ
私
た
ち
み
た
い
な
若
者
か
ら
す
る
と
学
ぶ
機
会
が
な
い

限
り
、
ぜ
ん
ぜ
ん
知
ら
な
い
世
界
な
ん
で
す
ね
。
私
み
た
い
な

若
者
と
活
動
し
て
き
た
人
た
ち
と
の
認
識
の
齟
齬
が
あ
る
の
か

な
と
い
う
の
が
感
想
で
す
。 

核
兵
器
の
被
害
は
、
今
で
は
ネ
ッ
ト
で
も
先
生
で
も
い
く
ら

で
も
手
段
は
あ
り
ま
す
。
学
生
な
の
で
行
動
範
囲
は
狭
め
ら
れ

る
ん
で
す
が
、「
ま
ず
は
知
る
」
そ
し
て
周
り
の
人
に
一
人
で
も

多
く
伝
え
て
い
く
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
私
は
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
大
会
に
参
加
せ
ず
と
も
、
ま
ず
は
知
っ
て
、
よ
り

理
解
を
広
め
る
。
そ
し
て
そ
の
知
識
を
多
く
の
人
に
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

以
上
で
す
。
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２５年原水禁世界大

会に出席した 5名の高

校生の報告を掲載し

ます。 

これから夏にかけて、いろいろなイベントがありますので、ご紹介します。 

 

ピースフェスティバル in せと 2026 
・「戦争を語り継ぐ会」は P16 に 

・ピースステージ 「銀河鉄道の夜」７月 18 日（土）18：30、19 日（日）10：30，  

 14：30 大人 2500 円 高校生以下 1500 円 瀬戸蔵つばきホール 

・「平和を願いみんなでつくる美術展」 7 月 18 日（土）・19 日（日） 

                瀬戸市文化センター文化交流館ギャラリー 

・「高校生が描いた被爆者の絵」 7 月 29 日（水）～8 月 7 日（金） 

・「原爆と人間」 8 月 18 日（火）～8 月 27 日（木） パルティせと 3 階壁面 

 
あいち平和のための戦争展 2026 
8 月 13 日（木）～16 日（日） 10：00～17：00 

             市民ギャラリー矢田 

瀬戸地下軍需工場跡を保存する第 35 回総会 
 8 月 1 日（土）13：30 ～  文化センター12 会議室  
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見学地 

①陸軍名古屋造兵廠千種製造所跡 

②陸軍名古屋造兵廠熱田製造所跡   

③熱田法持寺 

④愛知時計電機附近探索  

    （被爆岸壁、平和地蔵等） 

⑥熱田高校 千年八幡神社 

⑦愛知航空機スリップ跡  

⑧鳥居松工廠跡 

⑨鷹来工廠跡 西山分廠 

 

３
月
２
９
日
（
日
）、
二
〇
二
五
年
度
の
最

終
日
曜
日
、
桜
が
満
開
を
迎
え
る
中
、
今
年
の

戦
跡
見
学
会
は
、
二
十
四
名
の
参
加
者
で
名
古

屋
・
熱
田
を
中
心
に
し
た
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
二
十
四
名
中
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
が
九
名
と
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
と
と

も
に
、
学
生
さ
ん
も
二
名
参
加
さ
れ
、
お
天
気

も
上
々
で
大
変
気
持
ち
の
良
い
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
見
学
会
の
メ
イ
ン
は
、
昨
年
「
熱
田

の
平
和
地
蔵
尊
」
を
撤
去
か
ら
守
ら
れ
た
「
熱

田
空
襲
遺
跡
を
守
る
有
志
の
会
」
の
林
信
敏
さ

ん
に
愛
知
時
計
電
機
附
近
の
戦
跡
を
案
内
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
平
和
地
蔵
尊
」
を

守
ら
れ
た
経
緯
を
伺
う
こ
と
で
し
た
。
熱
田
で

生
ま
れ
育
っ
た
林
さ
ん
の
二
度
と
戦
争
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
熱
田
法
持
寺

で
は
有
志
の
会
の
方
々
に
よ
っ
て
お
弁
当
を

お
世
話
し
て
い
た
だ
き
、
桜
の
花
の
元
、
お
い

し
く
頂
く
こ
と
が
で
き
、
感
謝
感
激
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
も
う
一
つ
の
目
的
に
、
名
古
屋
・
春

日
井
に
あ
っ
た
兵
器
工
場
（
陸
軍
造
兵
廠
）
と

愛
知
時
計
・
愛
知
航
空
機
と
い
う
軍
需
工
場
跡

を
見
学
す
る
こ
と
で
戦
争
の
加
害
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
で
し
た
。 

感
想
も
交
え
て
今
回
の
見
学
の
内
容
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
事
務
局 

寺
脇
） 

 
 

 

「
平
和
地
蔵
」
と
林
さ
ん
（
マ
イ
ク
を
も
っ
て

い
る
方
）（
上
図
）
保
存
に
向
け
て
の
記
事
（
左
） 
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名
電
高
校
の
北
に
あ
る
「
名

古
屋
陸
軍
兵
器
補
給
廠
」
の
壁

は
こ
の
千
種
製
造
所
の
壁
と
ほ

ぼ
同
じ
形
状
を
し
て
い
ま
す 

名電高校 

中央線から千種製造所に向

かう引き込み線の形状を残し

た街並みです。地図上でも北

東方向に千種製造所方面に延

びる道路が描かれています。 

名古屋で最初に作られた陸軍造

兵廠熱田製造所のレンガ建物です。 

ここでは、大正年間には飛行機の

本体が作られ、千種製造所では発動

機（エンジン）が作られました。昭

和１４年には航空機部門は東京の

立川に移し、ここでは主に銃や機関

銃を製造し、高蔵製造所では弾丸が

つくられました。 
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参加者のみなさんご苦労様でした！ 

マイクロバスを運転していただいた熊谷さん・野田さん ありがとうございました！ 

愛
知
時
計
本
社
正
門
入
り
口
に
あ
る
「
殉
国

地
蔵
」
熱
田
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
従
業
員
を
国

に
殉
じ
た
者
と
し
て
慰
霊
し
て
い
る
。 

鳥居松工廠慰霊碑 

名古屋造兵廠千種製造所の分廠として新し

く昭和１４年に鳥居松工廠が作られました。 

慰霊碑には、工廠のマークがあります。 

鷹来工廠と西山分廠をつなぐ引き込み線

の鉄橋跡。鷹来工廠は名古屋の高蔵製造所

の分廠として昭和１６年に発足。 

愛知航空機永徳工場跡にあるスリッ

プ跡（上、左上） 

永徳工場で生産された水上機（フロー

トのある飛行機）を庄内川に移動するた

めのスロープ。 

左はボートを接岸させる突堤。 

愛知時計電機本社の東にある堀川沿いにあ

る被爆堤防 悲惨だった熱田空襲の爆撃痕が 

残っている。 
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瀬戸こどもと教育九条の会代表の水野 

美智雄さんはご自身が子供の頃に体験

されたことを紙芝居にされています。 

連載で紹介します。  （寺脇） 

  

日
比
津
は
名
古
屋
市
中
村
区 

水野美智雄さん 

・一九三五年十月生まれ。 

①瀬戸市内の小中校長歴任 

②退職後、「憲法九条をまもる瀬戸の

会代表世話人」・「瀬戸こどもと教育

九条の会代表」として活動 
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つ
づ
く 
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愛知県戦争遺跡調査報告書が３月に

発行（ネット上で）されたということ

を先日行われた「愛知平和のための戦

争展実行委員会」で初めて知りました。

私は岐阜県に住んでいるので、愛知県

の情報を知る機会が少ないのですが、

新聞ネタにもならなかったのでしょう

か？「開発による撤去や風化による消

滅が加速していくことが危惧され、保

存に向けた取組が喫緊の課題となって

います。」という大村知事の言葉を瀬戸

市の方々はどう受け止められるのでし

ょうか？    2026 年 5 月３日（T） 

            

         

 

 

 

 

                       

昨年までピースフェスティバル in せと「戦

争体験を語り継ぐ会」は体験者が稀有になって

しまい、新たに「戦争を語り継ぐ会」として再

出発します。今を戦前にしないためにも過去の

過ちをしっかりとらえることが大切だと思いま

す。一人一人が当事者として参加されることを

願っています。 

5月 23 日 空襲死の記録 
6月 27 日 花岡事件 
7月 18 日 治安維持法と岩田義道 
8月 22 日 満州で徴兵フィリピンで死んだ父 
いずれも 13：30 分～文化センターで 

 

名古屋市大津橋にある「愛知・

名古屋戦争に関する資料館」に

地下工場のパネルが展示されま

した。 

〒460-0002 名古屋市中区丸の内

三丁目 4 番 13 号 愛知県庁大津橋分室

1 階 

地下鉄名城線「名古屋城」4 番出口

から南へ徒歩約 5 分 

地下鉄桜通線・名城線「久屋大通」

1 番出口から北へ徒歩約 8 分 


